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特別な一年を終え、特別ではない
通常の一年の始まりを迎えて

　赴任して1年が過ぎました。20周年という節目の年に
常務理事・芸術監督として迎えていただき、特別な年だ
からこそできた様々なチャレンジや様々な改革に取り組
ませていただきました。また、特別な年だからこそ、多
くのご支援を賜り、支えていただき、20周年の記念事業
として取り組んだ 4つの事業はいずれも大きな成果を得
ることができ、何とか一年を乗り切ることができました。

　東京乾電池「ただの自転車屋」は、チケット発売当
初から売り切れの回が続出し、満席のお客様をお迎え
することができました。柄本明さんたちに北海道各地
を巡演してもらい、北海道の隅々にまで東京でも話題
の新作舞台をお届けすることができました。

　新札幌のサンピアザ劇場で公演した札幌座「肝っ玉
おっ母とその子どもたち」では、櫻井幸絵さん・納谷
真大さん・小佐部明広くんら札幌の有名劇団の主宰者
を招くことができたほか、東京からも 3名の俳優を招
き、私の念願であったブレヒト音楽劇を豪華に公演し、
それを厚別区の小学生や中学生に団体鑑賞してもらう
こともできました。

　青年団リンク・ホエイ「珈琲法要」は札幌劇場祭Ｔ
ＧＲにおいて大賞を受賞し、2018年冬の演劇シーズン
での再演が決まりました。

　そして演劇シーズン2017冬に参加した札幌座「北緯
43°のワーニャ」では、東京から増澤ノゾムくん、金
澤碧さんを招き、札幌のベテラン、山野久治さん、中
村かんこさん、西田薫さんらとともに、北国ならでは
のしっとりとした重厚なチェーホフ劇を公演し、連日
満員御礼で 1年を締めくくることができました。

　この 4作品のいずれも、演劇財団が北海道に存在し、
20年間少しずつ積み重ねてきたものがあったからこそ
実現できた公演ばかりです。

　外から見えやすいこうした公演事業に取り組んだ一
方で、20周年を機に演劇財団の主力事業として位置づ
けたワークショップの事業も拡大し、全道各地へ出か
けて行き、各地の様々な世代の人たちとお話をさせて
いただき、演劇ワークショップによる地域づくりのお
手伝いという仕事の重要性を改めて感じた一年でもあ
りました。

　子どもたちや子育て世代の方々を劇場に招き入れる
取り組みや、中島公園地域の隣人劇場でもある「こぐ
ま座」との連携事業などを通じて、これまで積極的に
働きかけてこなかった世代への演劇によるアプローチ
も始め、次の10年への新たな手応えを感じることもで
きました。

　特別な一年は終わりました。特別な一年だったから
こそ取り組めたことや、特別な一年だったからこそ頂
くことができた数々のご支援から、私は色々なことを
感じ、考えることができました。この一年で頂いたも
のを糧に、これから始まる普通の一年一年を大切に積
み重ねて、次の10年をこの演劇財団を次世代に引き継
ぐことのできる公益財団法人として再建するための期
間と位置づけています。

　20歳と言えば成人です。成人したくせにヨタヨタ歩
きをしているかに見える財団法人ですが、北海道の大
地に、そこで暮らす人に果たすべきミッションが、そ
ろそろはっきりとしてきたように思います。

　21歳の春、責任とミッションを帯びた財団法人とし
て、コツコツと地道に一年一年を大切に…とは言えま
だまだ21歳の若造です。大胆なチャレンジも必要です
し、やりたくて仕方がありません。とにかく、必要と
感じた小石のような事業を地道に、一つ一つ積み重ね
てゆき、北海道の大地に小山を築いてゆくしかないの
ではないかと感じているのです。

公益財団法人北海道演劇財団

常務理事・芸術監督　斎 藤　　 歩
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「碧い海」の公演を終えて

NPO法人アートウォーム

理事長　住 吉　 央 行

●コミュニティ教育／演劇ワークショップ

てもらいました。
ありがとうござい
ます）本格的な稽
古に入っても、声
は出ていない、動
きも良くないとい
うような状況でし
たが、稽古を重ね

　2016年12月17日、子供劇団「碧い海」の、小学生の部「ゴ
ミランド」、中学生の部「イントゥ・ザ・ウッズ・いしかり」
の公演が終わりました。今回の公演では北海道演劇財団の
方々には大変お世話になりました。この場をお借りいたし
まして厚くお礼申し上げます。
　今回で21回目となる公演ですが、振り返ってみるといろ
いろなことがありました。なんといっても21年継続してい
るのですから、スゴイことです（手前味噌ですが）。この
21年間で子どもたちはもちろんですが、スタッフもたくさ
んの方々が関わってくれました。子どもたちの中には、今
でも稽古や準備や本番などを手伝ってくれるOB・OGもい
るということは、とても幸せなことだと感慨深く思うとこ
ろです。
　「碧い海」は平成 7年10月に発足し、記念すべき第 1回
公演は人形劇を披露しました。演劇に関してはド素人の集
団が、人形や小道具などを作成し、試行錯誤しながら手作
り感満載のあったかい人形劇だったと記憶しております。
2年目から地元の版画家の大島龍氏に演出をお願いして、
急に演劇の厳しさみたいなものを感じたような気がします。
　その 2年目の平成 8年 8月に行われた、市制施行記念事
業いしかり歴史野外劇「躍動－石狩は今」の総合演出をし
たのが斎藤歩さんでした。出演から小道具、大道具、衣装
に至るまで約1,500人の市民が関わった事業でしたが、そ
れをまとめるには大変な苦労と努力があったと思います。
私自身も、夜中まで意見をぶつけ合いながら、会議や稽古
をしたことを思い出します。その事業に「碧い海」も参加
することになり斎藤さんと知り合うことになりました。
　それ以降、私たちは公演毎に斎藤さんにご案内をし、斎
藤さんから差し入れなどいただいたり、斎藤さんが北海道
に帰ってきたときは、時間の都合が合うときには食事など
をするようになりました。
　そんな斎藤さんから、今年度からは、北海道に戻ってき
て北海道演劇財団のもとで、演劇を通して地域のさまざま
な団体と協力関係を作り、地域社会のコミュニティ作りに
貢献しようという事業を担うということで、「碧い海」に
声がかかり、女優の西田薫さんとともに演出指導等をして
いただくことになりました。恥ずかしながら子どもたちへ
の指導にてこずっていた私たちにとっては、とてもありが
たいことでした。
　小学生の子どもたちは、 6月にワークショップから始ま
り、少し警戒しながら取り組んでいて、声も全然出ていな
い状態でした。 9月に台本ができあがり（斎藤さんに書い

るたびに声が出るようになり、動きも良くなってきました。
しかし、本番でこの声、動きならまだまだというレベルの
まま12月に入りました。本番まで 2週間とちょっとで、ど
こまで持っていけるのか、不安を抱えたまま本番を迎えた
ような気がします。ところが、本番になると子どもたちの
演技は素晴らしいものでした。改めて子どもたちの可能性
に驚きました。
　中学生も同様に 6月からワークショップが始まりまし
た。中学生ともなると部活との両立が難しく、週 1回の稽
古になかなか出席できなくて全員揃うことは滅多にありま
せんでした。そんな中で、途中で台本を書き換えてもらう
ことになり、まったく別の作品の台本を書いていただきま
した。中学生の要望を聞きながら中身を決めたいというこ
とで、そのためだけに石狩まで足を運んでいただきました。
（その節は、大変申し訳ありませんでした。お忙しい中、
ありがとうございました。）最後まで全員が揃うのは殆ど
ありませんでしたが、スタッフの手を借りながら何とか本
番を迎えたという感じでした。お客さんのウケもよく楽し
い演劇になったと思います。
　最後に、小学生の部・中学生の部を通して稽古してくれ
た斎藤歩さん、西田薫さん、また関わっていただきました
北海道演劇財団の皆さんありがとうございました。おかげ
様をもちまして、とても素晴らしい公演になり、「碧い海」
の子どもたち、保護者の皆さん、スタッフ共々とても感謝
しています。ありがとうございました。
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親子で遊ぼう～からだでふれあうダンス

　それはとても愛おしい空間だった。僕たち親と子が
本来持っている「交感する身体」のリレーション、あ
たたかなポジティブエナジーがあふれて見えるよう
だった。参加していたお母さん、子どもたちはとても
素敵な時間を過ごせたと思う。むしろ、親の側にこそ
大きな発見があったのではないだろうか。
　北海道演劇財団が新しく取り組んだ「親子で遊ぼう
～からだでふれあうダンス」（ 1月24日、 2月21日、 3
月14日）を見学させてもらった。 8組の母子が参加、
一番下はなんと 3カ月、上も 1歳 3 カ月の赤ちゃん
だった。会場となったZOOの稽古場の一角にはお湯
とお菓子が用意され、俳優部屋は授乳やおむつ交換の
場所になっていた。
　講師はダンサーの櫻井ヒロと河野千晶。この日は 3
歳の長男と一緒だったけれど、けさ無事に次男坊が誕
生しましたと嬉しい報告から始まって場を一気に和ま
せた。なんと！河野も 3カ月の赤ちゃんを抱いていた。
この場づくりの安心感！
　二人がファシリテーターを務めたメソッドはコンタ
クト・インプロビゼーションという「重力を意識しな
がらパートナーとの身体的コンタクトを続ける即興的
パフォーマンス」だそうだ。これにベビーヨガやベビー
マッサージの要素も取り入れて、僕が想像していたス
キンシップという言葉を超えて、これほど子どもに濃
密に触れて、見つめて、観察する。そんな密着時間は、
家庭という日常ではなかなか持てないものかもしれな
い。河野が担当した前半では、とにかく子どもの手足
に触る、寝そべって高く抱き上げるなど「重力に預け
る」という表現がぴったりのアプローチで自然と笑顔
のアイコンタクトが生まれていた。休憩を挟んだ後半
で興味深かったのは、子どもを抱いたお母さんたちが
自由に歩き回って、櫻井の合図で一番近い人と子ども
同士をコンタクトさせたり、赤ちゃんの動きに合わせ
て、お母さんの方が一斉に床をハイハイしたり、天井
を向いて寝っ転がって赤ちゃんの動きをコピーする場
面。車座になってお互いに手をつないでパルス（手を
握る）を伝え合うゲームも楽しそうだった。
　合計90分のワークショップ。終わった後も、お母さ
んたちは子どもを通してすぐ仲良く会話を始めてい

HTB北海道テレビ

CSR広報室　四 宮　 康 雅

た。子どもへの愛情を一緒にシェアリングしたお母さ
んの子どもたちを見つめる眼差しは、始まる前よりも
温度が少し上がっているようだった。櫻井に「今度は
お父さん向けにやってみてはいかがですか？」と質問
すると「こういう場にお父さんも子どもとペアで一緒
に参加してもらいたいんですよ」と意外な返事が返っ
てきた。しまった。母子向けだという先入観があるこ
とに気がついた。
　現在の育休制度や保活を考えれば、このワーク
ショップは幼稚園や札幌であれば各区にある保育・子
育て支援センター「ちあふる」などへ出張できるパッ
ケージになるだろうし、働くお母さんも参加しやすい
環境を工夫すればもっと膨らむ可能性を感じた。何よ
り、親が一番愛情を注がなければならない、また子ど
もが愛されていると感じる大切な時期とされる 3歳ま
での子どもたちを対象にしていることが素晴らしいと
思う。
　時々、演劇の役割とは何だろうかとふと考える。表
現手段やそのスキルを通してコミュニティにコミット
していくことがより求められる時代になってきている
と思えてならない。パブリックな資産としての劇場に
も特に地域で大きな役割が期待されている。
　僕たちは今「成長しない社会」を前提にいろいろな
価値観を再定義しなければならない局面に立たされて
いる。「幸せ」や「豊かさ」の意味も大きく変わって
いくだろう。だからこそ、アートは人々の絆をつなぐ
社会的役割をより自覚して欲しいと思う。親子の絆で
あれば尚更のこと。家族ってヒューマニティの最小単
位なのだから。
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●劇場運営

札幌における創造型劇場とは

伊藤　僕ら、新しい劇場を創ろうとしていて、札幌の様々なジャ
ンルの方々とお話をさせていただいています。「今度、こんな
劇場ができますよ」って説明させていただいているんですけど、
「それって、今までと何が違うの？」といつも言われます。「例
えば、今度の劇場には専門的なスタッフがたくさんいますので、
手ぶらでパフォーマーだけが劇場に来ても、ある程度の公演が
できますよ」とか、劇場が空いている時に「こんなことをやっ
てみたいのだけど」と相談に来てくれれば、「劇場のスタッフ
が舞台装置、照明、音響の相談に乗ることが出来ますよ。また、
実験も出来ますよ」と、そんな劇場のイメージをお話するので
すが、なかなかピンと来ないようで。
歩　想像もできないんじゃないですかね。僕は東京で伊藤さん
のいらしたような劇場でのモノ創りを経験しているんで、普通
のことだと思うんですけど。
伊藤　札幌に来て 1年間、どうやって劇場に対する皆さんのイ
メージを変えられるのかって考え続けてきました。
歩　シアターZOOで企画した「劇場研究会」に伊藤さんに来
ていただいて、主に札幌で劇団をやっている20代の演出家や俳
優、スタッフに来ていただいて、「創造型劇場」というものに
ついてお話していただいたんですけど、伊藤さんがレクチャー

札幌市民交流プラザ 開設準備室

舞台技術担当部長　伊 藤　 久 幸

をしてくれて、皆、それぞれに実感できたみたいですね。その
中の 3名の20代の演出家と今年度は稽古場も使ってもらって、
稽古段階から劇場で創るということを始めます。
伊藤　若い人、何人か見ましたけど、いますね、面白くなりそ
うな人。僕は札幌の演劇のポテンシャルはかなり高いと思いま
すよ。
歩　だから若い演劇人にそういうことを経験してもらうと、札
幌の演劇人にも「創造型劇場」というもののイメージができて
くるのではないかと。
伊藤　劇場法ができて、技術部門にも専門的な人材を配置しな
ければならないということが明記されています。これからは「何
かをやってはいけない」とか「前例がない」とか、そういうこ
とは一回取っ払って、まず僕らが「聞く」ということから始め
たいんです。「何をやりたいのか」それをまず聞いて、実現す
るための方法を僕らが検討してアドバイスしたり提案をする。
それができるのが劇場技術の専門家なんです。管理者ではなく、
劇場技術の専門家が働いている劇場であるべきなんです。そん
な劇場を札幌に創ろうとしています。Ａ案、Ｂ案両方用意して、
実際に劇場に組んであげることもできますし、実際にやって見
せてあげたら「ああ、やってくれるんだ」と思ってもらえるよ
うになるんじゃないかなあって。
歩　でも、そんなこと言いだしたら、皆好き勝手なことを言い
出すんじゃないですかね？水使いたいとか、砂使いたいとか。
伊藤　使うことはいいのですが、「見えないところに予算を使っ
ていますよ」とか、「使うなら水漏れなどの養生はこのように
してください」と僕らがアドバイス出来ますから。そういうこ
とを含めて、劇場側が「この人たち、本当は何をやりたいのか？」
を聞くってことが大事なんです。シアターZOOには札幌にお
ける創造型劇場としての役割があるはずです。それを今後札幌
で果たしていただけるよう、僕ら新しい劇場がお手伝いしてい
きたいと思っています。例えば、困った事があったら「劇場に
行ってみようよ」とか、「劇場で聞いてみようよ」みたいな舞
台技術に関するハブの機能を僕のところとか、歩さんのところ
とかの創造型劇場に集める事が出来ればいいんじゃないかと。
稽古もできて、大道具・小道具の工房や、衣裳の工房もある。
そこに専門家がいて初めて劇場なんだ、って事が札幌でも当た
り前になるように頑張りますので、歩さんも頼みますね。
歩　よろしくお願いします。

「創造型劇場」の可能性について、札幌市民交流プラ
ザ※開設準備室の伊藤さんと北海道演劇財団・斎藤が
対談しました。
※平成30年10月オープン予定
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横尾　財団に入って、堀田くんが最初に道内公演に立ち会った
のが、緒形拳さんの「白野」だったよね。
堀田　そうですね。道内公演が5カ所、苫前町、朝日町（現士
別市）、滝川、北見、あと札幌で。特に苫前は印象的でした。
こういう場所で（人口3,000人程。町の中心部から10㎞くらい
山の中に入った古丹別というところにある劇場）東京で作られ
た演劇の公演が成立するという事が、少なからず驚きでした。
お客さんもほんとにびっしりで。苫前町も朝日町も人口規模で
いうとすごく小さな町なんですけど、ホールを運営する人達の
戦略と努力でコンスタントに演劇の公演を実施している、尚且
つお客さんがちゃんと劇場に定着している、という事を知った
切っ掛けですね。
横尾　そういう町とホールが道内にはいくつもあるんだよね。
札幌あたりの人はほとんどその事を知らないのだけど…。
堀田　町の予算や入場料収入だけで公演を招聘するのが困難な
今、札幌以外で演劇の公演を成立させるには様々な要素が必要
になってきますよね。横尾さんの最初の仕事は？
横尾　これも緒形拳さんと、串田和美さんの「ゴドーを待ちな
がら」。2003年の夏。道内を8カ所くらいまわって。網走では刑
務所の慰問公演をやったんだよ。なんか、「ゴドー」初演のちょっ
とあと、といっても70年くらい前なんだけど、アメリカの刑務
所で上演されてて、それもあって串田さんのゴドーも刑務所
で、って話になったんだな。私、刑務所に入るの初めてだった
ので面白かった。
堀田　刑務所だとか人口1,000人規模の町だとか、そこに、例
えば渋谷のシアターコクーンで即完売、数千人集めるような芝
居がやって来るっていうのが、なんかムチャクチャだなあって
思ってましたけど、そういう事、普通にやってきましたよね。
横尾　面白がって呼ぶ方も呼ぶ方だし、来る方も来る方だよ。
そういう事に携わる過程で、東京を中心とした中央の演劇と僕
らのホームベースの、まあいわゆる地方、そこを、ゆったりと
かき回したり流通させたりしているような感覚だったね。流

通って、金と物だけじゃなくてもちろん人的な交流を含めて、
演劇だから。そういう、面白がる人達による流通がこれからも
続くと良いんだけど。
堀田　札幌座と、前身のＴＰＳからだけど、ずいぶん道内の町
にお邪魔しましたね。29年度も札幌座「空知る夏の幻想曲」で
いろいろな町に呼んで頂いてますよね。有り難い事です。
横尾　その中でも、石狩の「ArtWarm」と帯広の「北のれんが・
古柏堂」は、道の地域創造アトリエとして整備された施設なん
だけど、どちらも民間の団体が運営してるんだよね。皆さん、
他に仕事をしながら休みや空き時間を使って運営に携わってい
る。そんな中で我々の芝居を呼んで下さる、ほんとうに頭が下
がります。
堀田　施設と団体の個性というか目指すもの、コミュニティの
中での位置づけがそれぞれの施設で異なりますからね。我々と
しては、もちろん良い芝居を観て頂くって事が第一なんだけど、
せっかく違った土地、違ったお客さんと触れ合えるんだから何
かしら施設とコミュニティの役に立てばいいな、何か繋がりと
か引っ掛かりが残せればいいなって思います。まあ、そんなに
簡単にはいかないんですけどね。
横尾　…これからは演劇財団の柱の事業として、コミュニケー
ション教育、いわゆるワークショップ事業を積極的に展開して
いく。その中で、札幌座の公演とそれに関連するワークショッ
プとかで公演以外にも出かけて行って、まずはその地域の人た
ちと出会って、話して、そして演劇を通じての、演劇にしかで
きないコミュニケーション教育を模索する。実践する。そのこ
とで、地域のコミュニティを活性化するお役に立てればいいな
あって思ってる。
堀田　「コミュニティの活性化」って、この仕事してるとほん
とによく使っちゃう言葉だけど、その中身は複雑多岐だよね。
それに、各町、各施設の事情もほんとに多種多様。
横尾　またこれから、新しいスタートですな。

地域文化事業●

地域文化事業について語る
これまで地域文化事業を担当してきた横尾寛と堀田淳之輔が、
これまでのことと、今後の地域での展開について語りました。
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●事業短信
2016年10月 1 日～2017年 3 月31日

演劇の企画・製作活動
〈札幌座公演〉
●北海道演劇財団20周年記念事業／札幌演劇シーズン2017－冬参加作
　第51回公演「北緯43°のワーニャ」
　（作：アントン・チェーホフ　翻訳：神西清　脚色・演出・音楽：斎藤歩）
　　2月　4日（土）～12日（日）（13公演、5か国語字幕付き上演）［シアターZOO］
〈ワークショップ〉
●小中学生のための演劇ワークショップ〔文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」〕
　10月27日（木）～11月13日（日）（3回）
　洞爺湖町立虻田小学校ほか　講師：清水友陽ほか
●大学生のための演劇・創作ワークショップ〔文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」〕
　11月22日（火）～12月22日（木）（6回）
　北海道教育大学岩見沢校　講師：斎藤歩ほか
●学び舎ZOO〔文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」〕
　　1月19日（木）（1回）「厳冬期の極北でチェーホフを語る」
　講師：坂口芳貞（文学座）ほか
●文化芸術による子供の育成事業〔文化庁／講師派遣〕
　10月13日（木）～11月30日（水）（6回）
　札幌市立苗穂小学校、北海道札幌平岸高等学校
　講師：磯貝圭子、西田薫、小佐部明広ほか
●児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験〔文部科学省／講師派遣〕
　10月　7日（金）～　2月15日（水）（13回）
　札幌市立幌西小学校、立命館慶祥中学校
　講師：清水友陽、弦巻啓太、納谷真大（イレブンナイン）、
　　　　柏木陽（NPO法人演劇百貨店）ほか
● 地域で輝く子どもと子育て世代のためのコミュニケーションワーク
ショップ事業〔北海道石狩振興局／地域づくり総合交付金〕

　子どもたちの演劇ワークショップ事業
　　7月～12月［石狩］　講師：磯貝圭子、清水友陽、西田薫
　　1月～　3月［恵庭］　講師：櫻井ヒロ、磯貝圭子、熊木志保
　　1月～　3月［当別］　講師：西田薫、廣田直美ほか
　子育て世代をつなぐベビードラマ事業
　12月　講師：阿部初美、柏木陽ほか
　　1月～　3月　講師：櫻井ヒロ、河野千晶
　地域リーダー育成のためのワークショップ事業
　12月　講師：宮田圭子、小佐部明広
●その他
　10月16日（日）　紋別市住民福祉大会 基調講演（紋別市社会福祉協議会）
　講師：斎藤歩
　 11月26日（土）　紋別・網走・士別・名寄4市合同ボランティアセンター
運営委員研修会

　講師：斎藤歩、西田薫

劇場運営活動

〈シアターZOO企画・提携公演〉
●劇のたまご「注文の多い料理店」（作：宮沢賢治、演出：清水友陽）
　10月20日～23日（7公演）

●札幌ハムプロジェクト「masterpice～キミはボクの最高傑作～」
　（脚本・演出：すがの公）
　11月　4日～　6日（4公演）
●劇団東京乾電池「授業」
　（作：イヨネスコ、翻訳者：安堂信也、木村光一、演出：柄本明）
　11月18日～20日（6公演）
●青年団リンクホエイ「珈琲法要」「或るめぐらの話」（作・演出：山田百次）
　11月26日～28日（5公演）
●ＭＡＭ「父と暮せば」（作：井上ひさし、演出：増澤ノゾム）
　12月　8日～11日（6公演）
●劇団アトリエ「汚姉妹－呪われた少女－」（作・演出：小佐部明広）
　12月14日～18日（8公演）
〈シアターZOO寄席〉
●秋のシアターZOO寄席「文化祭！！」 「雀三郎・枝光 二人会」 
　10月30日（2公演）
●冬のシアターZOO寄席「初笑い寄席」 「文治・枝光 二人会」
　　1月15日（2公演）
〈札幌劇場研究会〉
　10月　5日、12日、26日（3回）
〈サンピアザ劇場プレミアムステージ〉
　ELEVE NINES PRESENTSギャルソンモンケ「乙女の祈り」
　（作：水谷龍二、演出：江田由紀浩）
　11月25日～27日（3公演）
〈シアターZOOの一般貸し出し〉
　12団体　59日

地域文化活動
●りゅーとぴあ発物語の女たちシリーズ「燃えよ剣～土方歳三に愛された女、お雪～」
　 （原作：司馬遼太郎　上演台本・演出：笹部博司　出演：十朱幸代　ピア
ノ演奏：宮川彬良）

　10月12日　苫前町公民館（苫前町）
　10月13日　あさひサンライズホール（士別市）
●オリジナルミュージカル「ザ・デイサービス・ショウ2016　It's Only Rock'n Roll」
　 （作・音楽：山口健一郎　演出・振付：本間憲一　プロデュース：中尾ミエ
出演：中尾ミエ、尾藤イサオ、モト冬樹、正司花江、他）
　11月19日　ぎふ清流文化プラザ（岐阜県岐阜市）
　11月21日　霧島市民会館（鹿児島県霧島市）
　11月23日　種子島こりーな（鹿児島県中種子町）
　11月27日　タイムスホール（沖縄県那覇市）
　11月29日　奄美文化センター（鹿児島県奄美市）
　12月　2日　北九州芸術劇場（福岡県北九州市）
　12月　8日　富山市芸術文化ホール・オーバードホール（富山県富山市）

『演劇支援自動販売機』にご協力を！
2011年から北海道キリンビバレッジ株式会社様と連携し、「演劇
支援自動販売機」による演劇支援を行っています。自販機を
気軽に利用して頂くことで、北海道・札幌の演劇を応援 ！ 売
り上げの一部が当財団の演劇振興事業推進に使われ
ています。現在、シアターZOO入口のほか、市内6カ所
に設置されています（一覧をご参照ください）。

愛犬美容看護専門学校
アクトコール株式会社
キャトレール中島公園
北海道文化放送株式会社
株式会社 ノヴェロ
社会医療法人 孝仁会 心臓血管
センター 北海道大野病院

（敬称略）

《設置協力社一覧》
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SUPPORT US●

公益財団法人北海道演劇財団へのご支援のお願い
　北海道演劇財団は、日本でも前例のない演劇に特化した財団として演劇を通して北海道の文化芸術を活発にし、
道内各地に暮らしながら上質な舞台芸術に触れることのできる機会を飛躍的に増やしてまいりました。
　今後はこれまでの活動に加えて、未来を担う子どもたちに表現・創造・出会いの豊かさを伝える様々な取り組
みを積極的に展開し、社会から必要とされる演劇の役割の確立とその魅力を増す努力を続けてまいります。なに
とぞ多くの皆様からの幅広いご支援をお願い申し上げます。

公益財団法人 北海道演劇財団
〒064－0811 札幌市中央区南11条西1丁目 ファミール中島公園1F
TEL 011－520－0710　FAX 011－520－0712
E－MAIL offi  ce@h-paf.ne.jp

ご寄付および「オフィシャルパートナーシステム」の
お問い合わせ・お申し込みは右記までご連絡ください。

本財団では「オフィシャルパートナーシステム」を設けており、
パートナーには、つぎの三つがございます。

特別協賛団体
年額／１口50万円以上

○広報紙「H-PAF NEWS」に団体の広告を掲載させていただきます。

○シアターZOOロビー、広報紙、シアターZOO「STAGE NEWS」、ホー
ムページ、札幌座公演チラシ＆パンフレットで団体名を紹介させていただ
きます。

○札幌座札幌公演にご招待いたします。

後援会会員 年額／1口3万円以上協賛団体 年額／１口5万円以上

○広報紙「H-PAF NEWS」、ホームページで会員
名を紹介させていただきます。

○本財団主催公演案内をご送付いたします。

○広報紙「H-PAF NEWS」、ホームページで団体
名を紹介させていただきます。

○札幌座札幌公演にご招待いたします。

オフィシャルパートナー
システム

ご寄付に関しての内容および寄付金申込書のダウンロードはホームページをご覧いただくか、あるい
は本財団までお問い合わせください。　http://www.h-paf.ne.jp/support/

ご寄付には、税制上の優遇措置が受けられます。
ご寄付 法人および個人のご寄付の場合、いずれも優遇措置を受けるには確定申告の届け出と「寄

付金受領証」（本財団発行）の添付が必要です。
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5月の定休日 5/8 5/15 5/22 5/29

特別協賛団体 （2017年3月31日現在）

ホクレン 北海道テレビ放送 北海道新聞社
北洋銀行 岩本・佐藤法律事務所

協賛団体

㈱アインホールディングス 山藤三陽印刷㈱ 中西印刷㈱
㈱アジアン・スマイルコム 酒林坊 （一社）舞台芸術共同企画
㈱井上 ㈲スタジオコバ フルテック㈱
岩田地崎建設㈱ 創価学会 北海道キリンビバレッジ㈱
㈱エフエムとよひら ㈱創文 ㈱北海道ロビアン商事
柿崎歯科 ㈱ダブルス ㈱幌北不動産
㈱トップシーン札幌 ㈱nice ㈱岬水産

後援会会員

㈱アイフードコーポレーションTAMIS ㈱サン設計事務所 ㈱ネオインターナショナル（Smooch）
㈱アイワード ㈱スコット ㈱ノックアウト
秋山不動産㈲ スタジオコパン ㈲花たく
アクトコール㈱ ㈱ステージアンサンブル ㈱富士メガネ
㈱あるた出版 ㈲ステップス ㈱北洋銀行
HTB映像㈱ ㈱昭和ビル 北海道ガス㈱
㈱HTBプロモーション セイコーマートながい ㈱北海道新聞社
（特非）音更町文化事業協会 千春鮨 薄野店 北海道テレビ放送㈱
㈱近畿日本ツーリスト北海道 ㈱テレビ北海道 北海道文化放送㈱
（特非）札幌座くらぶ ㈱電通北海道 北海道放送㈱
札幌テレビ放送㈱ ㈱東翔 （医）やましな内科クリニック

●オフィシャルパートナー
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